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令和５年度一般会計決算を審査しました！
今号では、決算議会である９月定例会の報告を中心にお届けします。

（写真の説明は裏表紙の編集後記をご覧ください）
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可
決

会　期 ９月 2 日から 10 月 2 日まで（31 日間）

議　案 条例案５件、決算認定11件、予算案３件、事件決議案11件、報告１件、人事
案件１件、意見書２件、合計34件を全て可決、認定、適任または承認と決定

一般質問 25人の議員が一般質問を実施　　　　質問要旨はＰ10から掲載

　令和５年度一般会計決算額
　歳入総額　795 億円
　歳出総額　769 億円

附帯意見 市の取組

補正予算（第 3 号）の主な事業をピックアップ

公有財産管理事業 10億2,033万円
　土地開発公社で保有している土地を一般会計で
買い戻し、一元的管理および未利用土地の利活用
促進を図る。
・知的障害者福祉施設等整備事業用地（岩下）
・新泉池跡地住宅団地造成事業用地（小泉）
・南天神町常田線・上田駅南駅前線代替地（五加）
・上田バイパス二期代替地（住吉）

児童手当支給事業 3億1,515万円
　児童手当の抜本的拡充（①所得制限の撤廃、②
高校生年代までの支給期間の延長、③第３子以降
を月３万円とする）に伴う経費の追加計上。

空家等対策推進事業 450万円
　地域住民の生活に支障を及ぼす危険のある特定
空家等の行政代執行による除却経費の計上。

上田城跡整備事業 2,810万円
　旧市民会館解体に向けた工事請負費の計上。
　令和８年度にかけて実施する旧市民会館解体に
係る事業費について、３億 410 万円の債務負担
行為を設定。

放課後児童クラブ運営事業 280万円
　放課後児童クラブにおける性被害防止対策に係
る備品購入費の計上。

介護予防・生活支援事業 116 万円
　認知症伴走型支援拠点の設置・運営に係る経費
の計上。

工場等設置事業補助金 917 万円
　市内民間用地を取得し、工場の増設等の設備投
資を行った企業に対する補助金の追加計上。２年
間の分割交付となるため、令和７年度の支払い分
についても、同額の債務負担行為を設定。
・補助率　［用地取得］ 増設 1.0/10 以内
 ［工場設置］ 増設 1.5/10 以内
・補助予定　１件

ＵＩＪターン就業・
創業移住支援事業 2,540 万円

　市内企業等の担い手不足の解消および地域課題
の解決ならびに移住の促進のため、ＵＩＪターン
による就業・創業者に対する補助金の追加計上。

　特に人材の確保が困難となっている土木技師
について、令和６年度から早期募集枠を新設し、
通常５月に行う募集を３月から開始し、６月上
旬には内定を出せるよう早期の人材確保に努め
ました。

３　人事行政について
　令和４年度上田市職員の新規採用において、多
くの内定辞退者が見られた。採用試験の実施時期
や募集方法についてさらに研究すること。

令和６年度一般会計補正予算
第3号を審査補正予算

〔上田市の予算〕

常任委員会での審査
概要はＰ6-7に掲載
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９月定例会
概要

認
定

決算審査とは・・・
　令和５年度の予算が適切に使われたか審査します。
　上田市議会では、一般会計決算特別委員会を設置し、４つの分科会に分かれて決算審査を行っています。
一般会計決算特別委員会　委員長：久保田　由夫　副委員長：松山　賢太郎　委員：議長、監査委員を除く 24 名の議員

決　算 令和５年度一般会計決算を審査
〔上田市の決算〕

「一般会計決算特別委員会」審査の流れ

　委員会（全体会）
・正副委員長の
  互選
・分科会の設置

【各分科会での質疑】
①総務分科会　　　②産業水道分科会
③教育厚生分科会　④環境建設分科会

理事会 理事会
委員会（全体会）
・各分科会の報告
・全体質疑
・討論・採決

2
９

5
９

25
９

30
９

13.17.18.19
９

令和４年度一般会計決算認定に際し、付した附帯意見に対する
市のその後の取組はどうなった？

附帯意見 市の取組

クローズアップ！検証

ア　令和５年度から未利用財産に係る利活用方
針を庁内横断的に協議する土地利用検討会
議を再開し、懸案土地４件、新規取得土地
２件に係る検討を行いました。

イ　令和６年度当初予算において、これまで取
り崩しが行われてこなかった基金から計
2,000 万円余を繰り入れ、予算計上しま
した。

　全庁が一体となって適切な債権管理を行うこ
とができるよう上田市債権管理基本方針を策定
しました。回収不能となった債権について、庁
内に設置した債権処理審査会で審査し、令和５
年度は１億 2,085 万円余の不納欠損処理をし
ました。令和４年度と比較し、収入未済額は
２億 2,914 万円余の縮減となりました。

１　未利用財産の活用について
　自主財源を確保し健全な行財政運営を確立すること。
ア　長期保有土地について、保有継続、売却処分

および貸し付けなど、市としての方向性を速
やかに検討すること。

イ　長期間活用されていない基金について、さら
なる基金の活用を推進すること。

２　不納欠損処理及び収入未済額の縮減について
　令和４年度から施行された上田市債権管理条例
の適切な執行により、回収不能な債権は不納欠損
処理を早期に行うなど、さらなる収入未済額の縮
減を図ること。
　また、雑入における収入未済額の増加について、
関係部署の連携により改善を図ること。

各分科会での審査概要はＰ 8-9 に掲載

令和５年度一般会計・特別会計
決算を審査
※金額の一万円未満は四捨五入しています。
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◆教師用指導書の購入（追認）（契約金額：2,207万円）
◆教師用指導書の購入（追認）（契約金額：2,220万円）
◆教師用指導書の購入（追認）（契約金額：4,178万円）
◆教師用指導書の購入（追認）（契約金額：3,544万円）

◆公有財産の無償譲渡　２件
◆訴えの提起
◆字の区域の変更
◆御所沢防災調整池整備工事請負契約の締結
 （契約金額：１億 6,551 万円）
◆アスファルト飛散による物損事故に係る和解

事件決議 教師用指導書購入（追認）など　　全11件

附帯意見を付す

　教師用指導書の購入４件の追認議案において、内部統制の観点から、下記の事項についてそれ
ぞれ時機を逸することなく確実かつ速やかに取り組まれるよう教育厚生委員会の総意として強く
要請する。
１．予算の執行体制及び契約事務について全庁的に点検を行うこと。
２．具体的な再発防止策を講じること。

採決結果
○：賛成　×：反対　欠：欠席　議：議長（議長は表決に加わりません）

議
案
番
号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

欠
員

泉　
　

弥
生

村
越　

深
典

中
村　

知
義

武
田　

紗
知

飯
島　

裕
貴

古
市　

順
子

松
尾　
　

卓

金
沢　

広
美

松
山
賢
太
郎

髙
田　
　

忍

西
沢　

逸
郎

矢
島　

昭
徳

堀
内　

仁
志

石
合　

祐
太

斉
藤　

達
也

齊
藤
加
代
美

井
澤　
　

毅

久
保
田
由
夫

池
上
喜
美
子

半
田　

大
介

原　
　

栄
一

宮
下　

省
二

金
井　

清
一

飯
島　

伴
典

池
田
総
一
郎

佐
藤　

論
征

土
屋　

勝
浩

尾
島　
　

勝

欠
員

第
71
号

×〇〇〇〇×〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇×〇〇〇〇欠〇議〇〇〇
第
89
号

×〇〇〇〇×〇〇〇〇〇〇〇×〇〇〇×〇〇〇〇欠〇議〇〇〇

※議員氏名の上の数字は議席番号です。

９月定例会　賛否の分かれた議案

◆議案第71号 上田市国民健康保険条例中一部改正
　令和６年 12 月２日に健康保険証が廃止されることに伴い、国民健康保険法から引用する条項のずれを
改める等、所要の改正を行うもの。

◆議案第89号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更
　令和６年 12 月２日に健康保険証が廃止されることに伴い、長野県後期高齢者医療広域連合規約におけ
る広域連合および市町村が行う事務を変更するため議決を求めるもの。

可
決
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報　告 専決処分した交通事故に係る調停に代わる
決定の承認

人事案件 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

請願・陳情の審査は P19 に掲載

◆上田市地域包括支援センターの包括的支援事業
の人員等に関する基準を定める条例中一部改正

　介護保険法施行規則の一部改正により、地域包括
支援センターの職員配置基準が緩和されたため、こ
れに準じて、所要の改正を行うもの。 他２件

条例改正 上田市真田温泉健康ランドふれあいさなだ館
条例等中一部改正など　　全５件

◆上田市真田温泉健康ランドふれあいさなだ館条
例等中一部改正

　令和６年１月に策定した「公の施設における使用
料等の考え方」に基づき、公の施設の使用料および
利用料金を改定するため、所要の改正を行うもの。

可
決

適
任

承
認

「２件」の意見書を可決し、国へ提出
しました。意見書

地方自治法第 99 条に基づき、市の公益に関することについて、国会や関係行政庁に
対し、議会の意見をまとめて提出する文書のこと。意見書とは…

【意見書全文】

【義務教育の一層の充実を求める意見書】
要旨  国において、義務教育の一層の充実に向け、下記２項目について実施するよう要望する。
１　教員業務支援員等の学校業務を支援する支援スタッフを配置する上で必要となる財源を確保

すること。
２　学校施設の整備に必要となる財源を確保するとともに、学校施設環境改善交付金を各自治体

の実情に合わせて弾力的に運用できるように改善すること。

【女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書】
要旨  国において、女性の人権保障、女性差別撤廃の取組を強化し、ジェンダー平等社会の形
成を促進するため、女性差別撤廃条約選択議定書を速やかに批准することを要望する。

守
もり

屋
や

　元
もと

美
み

（踏入） 丸
まる

山
やま

　邦
くに

彦
ひこ

（腰越）

宮
みや

島
じま

　範
のり

雄
お

（秋和） 永
なが

井
い

　紀
のり

幸
ゆき

（西内）

（敬称略）



6

上
田
市
真
田
温
泉
健
康
ラ
ン

ド
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
条
例

等
中
一
部
改
正

問 

上
田
市
農
林
漁
業
体
験
実
習
館
（
室

賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
）
に
つ
い
て
、

料
金
改
定
に
伴
い
増
収
と
な
っ
た

場
合
、
指
定
管
理
料
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
回
公
の
施
設
の
使

用
料
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
の
負
担
を
増
や
す
た
め
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と

し
っ
か
り
市
民
に
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 
増
収
と
な
っ
た
場
合
、
直
ち
に
指
定

管
理
料
を
減
額
す
る
の
で
は
な
く
、

産
業
水
道
委
員
会

増
収
分
は
施
設
の
適
切
な
運
営
、
維

持
管
理
に
活
用
す
る
方
針
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
今
後
長
く
各
施
設
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
に
お
い
て

も
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
く
。

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
及

び
剰
余
金
処
分

問 

令
和
５
年
度
の
管
路
更
新
率
は
0.13
％

で
、
こ
の
ま
ま
で
は
管
路
の
更
新
が

終
わ
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
管
路
更

新
率
の
数
値
目
標
は
あ
る
か
。

答 

管
路
に
つ
い
て
80
年
か
ら
100
年
の
間

に
一
回
更
新
を
し
て
い
く
に
は
、
毎

年
度
１
％
ず
つ
更
新
す
る
必
要
が

あ
る
。
予
算
等
も
考
慮
し
な
が
ら
で

き
る
限
り
更
新
率
を
上
げ
て
い
き

た
い
。

●
９
月
18
日
・
19
日
に
開
催
し
、

条
例
案
１
件
、
決
算
認
定
３
件
、
予

算
案
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
決

算
認
定

問 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
し
て
、

天
神
二
丁
目
の
旧
教
育
委
員
会
や

ぐ
ら
下
庁
舎
用
地
費
に
対
す
る
返

済
金
の
一
部
２
，
３
４
６
万
円
余
を

繰
り
入
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
返
済

金
の
残
額
は
ど
う
か
。
ま
た
、
繰
入

金
の
財
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

返
済
金
の
残
額
は
３
億
８
，
２
４
１

万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。
繰
入
金
の

財
源
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
長
野
地

方
法
務
局
上
田
支
局
等
に
対
す
る

３
カ
所
の
土
地
の
貸
し
付
け
に
伴

う
収
入
を
充
て
て
い
る
。 総

務
委
員
会

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問 

藤
原
田
地
籍
に
あ
る
５
筆
の
土
地
を

隣
接
土
地
所
有
者
へ
売
却
す
る
こ

と
に
伴
う
権
利
消
滅
補
償
料
に
つ

い
て
、
過
去
か
ら
の
取
り
決
め
に
よ

り
共
有
地
に
係
る
売
却
金
額
の
９

割
を
補
償
料
と
し
て
地
元
自
治
会

へ
支
払
う
と
の
こ
と
だ
が
取
り
決

め
時
の
経
過
は
ど
う
か
。

答 
当
該
土
地
は
、
昭
和
61
年
に
丸
子
町

が
造
成
を
行
っ
た
中
尾
工
業
団
地

の
一
画
に
位
置
し
て
お
り
、
造
成
を

行
う
際
に
藤
原
田
自
治
会
と
の
共

有
地
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

当
時
、
丸
子
町
と
藤
原
田
自
治
会
の

間
で
売
却
金
額
の
配
分
割
合
に
つ

い
て
取
り
決
め
を
し
た
も
の
で
あ

る
。

●
９
月
13
日
・
17
日
に
開
催
し
、

決
算
認
定
１
件
、
予
算
案
１
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
ほ
か
➡
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要
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

県
や
他
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
、

判
断
し
て
い
き
た
い
。

問 

上
田
城
跡
整
備
事
業
で
２
，
８
１
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

答 

上
田
城
跡
公
園
の
武
者
溜
り
の
整
備

に
伴
う
旧
市
民
会
館
解
体
に
向
け

た
工
事
で
あ
り
、
本
年
度
は
北
観

光
駐
車
場
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

通
っ
て
旧
市
民
会
館
ま
で
至
る
工

事
車
両
の
搬
入
道
路
の
整
備
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
旧
市
民
会
館
の
解

体
工
事
は
、
今
年
度
末
か
ら
令
和
８

年
ま
で
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
決
算
認
定

問 

特
定
健
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
、
初

め
て
40
％
台
に
達
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
受
診
率
向
上
の
た
め
に
主
に

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
き

た
か
。

答 

令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
民
間
事
業

者
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
の
ほ
か
、

集
団
健
診
の
実
施
日
を
４
日
増
や

し
、
国
民
健
康
保
険
の
新
規
加
入
者

等
へ
の
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
を

行
う
と
と
も
に
、
上
田
市
医
師
会
・

小
県
医
師
会
の
各
医
療
機
関
に
、
通

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問 

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・
創
業
移
住
支

援
事
業
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

に
よ
る
移
住
者
に
対
す
る
補
助
金

の
追
加
計
上
を
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、
今
後
の
補

正
の
考
え
方
は
ど
う
か
。

答 

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
受
け
付
け

を
し
た
と
こ
ろ
17
件
の
補
助
申
請

が
あ
り
、
当
初
予
算
の
上
限
に
達
し

た
た
め
、
今
回
追
加
補
正
を
お
願
い

し
た
。
そ
の
後
も
移
住
者
か
ら
20
件

以
上
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
補
正
の
必

院
者
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
依
頼
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
第
３
号

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
国

の
「
保
育
所
等
に
お
け
る
性
被
害
防

止
対
策
に
係
る
設
備
等
支
援
事
業

補
助
金
」
を
活
用
し
、
児
童
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
性
被
害
防
止
対

策
と
し
て
備
品
購
入
費
２
８
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
備
品
を
購
入
す
る
か
。

答 

国
か
ら
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易

扉
、
防
犯
カ
メ
ラ
、
簡
易
更
衣
室
等

が
例
示
さ
れ
て
お
り
、
補
正
予
算
成

立
後
、
各
施
設
の
購
入
希
望
を
取
り

ま
と
め
、
教
育
委
員
会
で
一
括
購
入

し
各
施
設
に
配
付
す
る
が
、
防
犯
カ

メ
ラ
に
関
し
て
は
保
護
者
の
同
意

を
条
件
に
購
入
す
る
。

●
９
月
13
日
・
17
日
、
10
月
２
日

に
開
催
し
、
条
例
案
３
件
、
決
算

認
定
５
件
、
予
算
案
２
件
、
事
件

決
議
案
５
件
、
報
告
１
件
、
陳
情

５
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

●
９
月
18
日
・
19
日
、
10
月
２
日

に
開
催
し
、
条
例
案
１
件
、
決
算

認
定
１
件
、
予
算
案
１
件
、
事
件

決
議
案
６
件
、
請
願
１
件
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

教
育
厚
生
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

！
「
常
任
委
員
会
」
で
は
、
条
例
、
特
別
会
計
決
算
、
補
正
予
算
、
事
件
決
議
な
ど
一
般
会
計
決
算
以
外
の
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。



一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
分
科
会
　
審
査
概
要
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総
務
分
科
会

産
業
水
道
分
科
会

●
９
月
18
日
・
19
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

●
９
月
13
日
・
17
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

問 

自
主
防
災
組
織
防
災
用
資
器
材
購
入

補
助
金
に
つ
い
て
、
利
用
状
況
は
ど

う
か
。
ま
た
、
未
利
用
の
組
織
へ
の

働
き
か
け
は
ど
う
か
。

答 

令
和
３
年
度
末
に
は
未
利
用
組
織
が

25
あ
っ
た
が
、
通
知
を
行
う
な
ど
の

働
き
か
け
を
行
っ
た
結
果
、
令
和
５

年
度
末
に
は
16
ま
で
減
少
し
た
。
令

和
６
年
度
に
は
新
た
に
４
組
織
で

購
入
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
３
年
間

で
未
利
用
組
織
の
50
％
以
上
を
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
今
後

も
未
利
用
組
織
に
対
し
て
直
接
的

な
働
き
か
け
を
続
け
、
利
用
を
促
し

て
い
き
た
い
。

問 

歳
入
に
つ
い
て
、
財
政
状
況
が
厳
し

い
中
、
歳
入
増
加
の
取
組
を
戦
略
的

問 

東
信
州
連
携
産
業
振
興
事
業
負
担
金

に
つ
い
て
、
上
田
市
負
担
金
が
令
和

４
年
度
と
比
較
し
て
約
２
０
０
万

円
増
え
て
い
る
が
理
由
は
何
か
。

答 

当
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
田
市
が
旗

振
り
役
と
な
り
東
信
州
エ
リ
ア
10
市

町
村
と
、
東
信
州
次
世
代
産
業
振
興

協
議
会
を
設
立
し
た
経
過
が
あ
り
、

ま
た
事
業
へ
の
参
加
者
の
多
く
が
上

田
市
内
の
企
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
５
年
度
に
当
事
業
に
お
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
好
機
と
捉
え
、
事
業
を
さ
ら
に

推
進
す
る
た
め
上
田
市
負
担
金
を

増
額
し
た
。

問 
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
費

に
つ
い
て
、
毎
年
少
し
ず
つ
増
え
て

き
て
い
る
と
感
じ
る
が
傾
向
は
ど

う
か
。
ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
大

規
模
修
繕
に
つ
い
て
、
大
規
模
な
も

の
を
分
散
し
て
修
繕
し
て
い
く
と

い
う
視
点
が
必
要
と
考
え
る
が
見

解
は
ど
う
か
。

答 

こ
こ
数
年
、
修
繕
費
は
増
え
て
き
て

お
り
、
こ
の
増
加
傾
向
は
今
後
も
続

く
と
考
え
て
い
る
。
開
館
か
ら
10
年

が
た
ち
、
修
繕
箇
所
も
増
え
、
設
備

や
機
器
の
更
新
の
時
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
管
理
に
対
す

る
経
費
が
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
計
画
的
に
修
繕
を
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
だ
と
認
識
し
て
お
り
、

修
繕
や
更
新
が
必
要
な
も
の
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、
大
規
模
修

繕
も
見
据
え
て
計
画
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

 

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
企
業

 

募
集
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に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

歳
入
確
保
の
た
め
、
政
策
企
画
部
や

財
政
部
を
中
心
に
全
庁
で
未
利
用

土
地
の
売
却
や
基
金
の
活
用
な
ど

に
努
め
て
お
り
、
さ
ら
に
、
市
長
を

先
頭
に
職
員
が
積
極
的
に
企
業
へ

足
を
運
び
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導

入
の
ほ
か
、
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
企
業
の
協
賛
金
や
寄
付

を
い
た
だ
く
な
ど
の
成
果
も
あ
げ

て
い
る
。
今
後
も
、
市
内
企
業
を
は

じ
め
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
ふ
る
さ

と
納
税
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
、
歳
入
増
加
に
つ
な
が
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
。



！
「
一
般
会
計
の
決
算
議
案
」
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、そ
の
中
に
常
任
委
員
会
を
単
位
と
す
る
分
科
会
を
設
け
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
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教
育
厚
生
分
科
会

環
境
建
設
分
科
会

●
９
月
18
日
・
19
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

●
９
月
13
日
・
17
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

問 

高
齢
者
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
金
に
つ
い
て
、
昨
年
度

２
０
０
万
円
の
補
正
を
し
て
い
る

が
、
執
行
率
が
低
か
っ
た
原
因
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

答 

自
転
車
に
乗
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
努
力
義
務
が
施
行
さ
れ
た
昨

年
４
月
前
後
は
、
購
入
費
助
成
申
請

が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
６
月
に

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。
そ
の
後

例
年
程
度
に
申
請
が
減
少
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
独
自

の
調
査
で
は
、
上
田
市
で
の
着
用
率

は
１
割
程
度
の
低
い
水
準
に
あ
り
、

今
後
交
通
安
全
の
た
め
に
も
啓
発

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

エ
ア
コ
ン
設
置
支
援
事
業
補
助
金
の

近
年
の
実
績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
熱

中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
高
齢
者

の
増
加
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
た
め

に
は
補
助
限
度
額
５
万
円
は
少
な

い
。
来
年
度
以
降
も
猛
暑
が
続
く
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
中
、
早
急
に
対
策

を
取
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

実
績
は
令
和
４
年
度
37
件
、
令
和
５

年
度
44
件
、
令
和
６
年
度
は
現
在
47

件
の
応
募
が
あ
り
、
若
干
増
加
傾
向

に
あ
る
。
ま
た
、
電
気
料
金
の
高
騰

に
よ
り
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え

る
方
も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

電
気
料
金
高
騰
へ
の
対
策
を
含
め

て
市
長
会
を
通
じ
て
国
や
県
に
要

望
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問 

消
防
団
員
の
確
保
や
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
た

か
。

答 

消
防
団
員
確
保
に
つ
い
て
は
、
企
業

に
対
し
て
は
経
営
者
が
集
ま
る
会

合
等
に
お
い
て
、
ま
た
、
自
治
会
に

対
し
て
は
自
主
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

研
修
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
消
防
団
の

重
要
性
や
役
割
等
を
説
明
し
、
消
防

団
員
確
保
の
協
力
を
お
願
い
し
た
。

さ
ら
に
は
、
大
学
や
専
門
学
校
に
赴

き
、
学
生
団
員
へ
の
入
団
募
集
の
依

頼
を
行
っ
た
。
消
防
団
員
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
は
、
出
初
式
等
の
式
典

の
時
間
短
縮
や
ポ
ン
プ
操
法
大
会

等
の
訓
練
の
実
施
期
間
の
短
縮
な

ど
の
取
組
を
行
っ
た
。

問 

内
科
・
小
児
科
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
小
児
科
に
お
け
る
受
診

者
数
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
実
績
に
近

づ
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー

が
傷
病
の
緊
急
度
や
重
症
度
に
応

じ
て
治
療
優
先
度
を
決
め
る
ト
リ

ア
ー
ジ
を
専
門
と
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
周
知
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 
小
児
科
に
は
、
上
田
市
医
師
会
、
小

県
医
師
会
お
よ
び
信
州
大
学
等
か

ら
医
師
を
登
録
・
派
遣
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
電
話
相
談
を
含
め
、

受
診
さ
れ
た
患
者
に
適
切
に
対
応

し
て
き
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
広
報
等

に
よ
り
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
医

療
機
関
の
適
切
な
受
診
方
法
も
含

め
て
さ
ら
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
募
集

➡
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※信州オープンドアスクール・・・年齢、国籍、社会的立場などに関係なく、誰にでも開かれ、多様な人たちが共に学ぶ場。
県内に設置することについて、今年度から県教育委員会が開催する信州オープンドアスクール創造会議で協議されている。

答弁者名は以下のとおり省略して記載しています。
答弁者役職 略称 答弁者役職 略称

市長 市長 教育長 教育長
政策企画部長 政策企画 総務部長 総務
市民まちづくり推進部長 市民まち 環境部長 環境
福祉部長 福祉 健康こども未来部長 健康こども
産業振興部長 産業振興 文化スポーツ観光部長 文化スポーツ
都市建設部長 都市建設 丸子地域自治センター長 丸子センター
武石地域自治センター長 武石センター 上下水道局長 上下水道

９月定例会一般質問要旨
25人の議員が市政を問う25人の議員が市政を問う

　
掲
載
記
事
は
、
質
問
議
員
本

人
が
作
成
し
て
お
り
、
質
問
全

体
の一部
を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　
質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
会
議
録
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

市
内
図
書
館
、
公
民
館
お
よ
び

上
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、一
般
質
問
は
上
田
ケ
ー

ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
丸
子
テ

レ
ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ
り
、

生
放
送
と
録
画
放
送
を
行
っ
て

い
ま
す
。

インターネットの生中継、
録画配信専用サイトはこちら。

問問	 一部の小中学校で日本語の支援が必要な外国
籍の児童生徒が急増し、今後も支援が必要な

子どもたちが増加すると予想されるが、今後

の対応はどうか。

答答	（教育長）学校からは支援員の派遣時間の増
加要望があり、今後も支援が必要な児童生徒

の転入が見込まれることから、支援員増員、

派遣時間増加等の対応を検討していきたい。

【その他の質問項目】

・上下水道事業の持続性

半田　大介　公明党

問問	 夜間中学または※信州オープンドアスクール

の上田市内設置に関する考えはどうか。

答答	（教育長）夜間中学のニーズ、不登校児童生
徒が増加傾向にあることから、子どもたちの

学びの保障を考えたとき、信州オープンドア

スクールもそれらの課題をカバーできる一つ

であり、県による設置が見込めない中、市に

よる設置の可能性も含め研究しなければなら

ない時期に来ていると考えている。

学びの在り方学びの在り方

の収集運搬費は、概算で年間 3,000 万円か

ら 4,000 万円程度になると想定している。

コストの捻出については一般財源のほか、建

設費では交付金や起債をできる限り活用し、

運営維持管理費では生ごみ収集袋や生産され

る堆肥の販売による収入も充てる予定であ

る。市民の理解については、説明会の開催等

を通じ、施設が必要となる背景や取り組む意

味、臭気を出さない確実な運営等の必要性や

市の財政に与える影響について丁寧に説明

し、理解や協力が得られるよう取り組んでい

く。

斉藤　達也　新生会

問問	 建設費が高騰する前の見積りでは、施設建設
費が 16億円、維持管理費が年間 6,500 万円

と多額のコストであったが、その他の費用を

含むフルコストはどのように捻出していくの

か。また、生ごみの分別や収集袋の購入など

の市民の負担や市の財政に与える影響等につ

いて、どのように市民の理解を得ていくのか。

答答	（環境）生ごみ分別収集の対象地域全域から

生ごみ堆肥化施設は生ごみ堆肥化施設は
市民理解が得られるか市民理解が得られるか
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て小中学生にも参加いただいた。子どもたち

自身の意見等を踏まえた計画になるよう取り

組んでいきたい。

答答 （政策企画）現在策定中の第三次上田市総合
計画でも市内の小中高生を対象にアンケート

調査を実施し、4,300 人を超える回答を得た。

子ども議会については、子どもたちの思いを

市政に反映し、市に関心を持ってもらう良い

機会になるため、開催に向けて考えていく。

【その他の質問項目】

・ヤングケアラーの支援

・子どもの性被害防止

池上　喜美子　公明党

問問	 子ども関係の政策を考える際に子どもの意見
を聴くという意識改革が重要だが、具体的に

どう取り組むか。また、一つの手法として子

ども議会を開催する考えはあるか。

答答	（健康こども）昨年度実施した第３次上田市
子ども・子育て支援事業計画策定に向けたア

ンケート調査は、新規に中高生に対して実施

したほか、ワークショップでも高校生に加え

子どもの権利が子どもの権利が
守られる社会守られる社会

佐藤　論征　新生会

問問	 広域化した場合の水利権について、過去の一
般質問では、水道企業団設立を考えており、

企業団に引き継ぐことを想定との答弁であっ

た。企業団に引き継ぐ以外の選択はあるのか。

答答	（上下水道）必要に応じて専門家等の意見を
聞き検討していきたい。水道事業に携わって

こられた先人の努力と地域の理解により現在

の水源が確保されてきた経過を踏まえ、慎重

に検討する。

水道事業広域化水道事業広域化 問問	 過去の一般質問において、水道事業を広域化
し水利権が企業団に移った場合でも、これま

でどおりの形で水道を提供することに変わり

はないとの市長の答弁であった。水利権の歴

史的な背景、先人の思いを重視、配慮し、広

域化の検討に当たるべきではないか。

答答	（市長）過去の答弁において感謝が伝えられず
申し訳ない。指摘を十分考慮し取り組んでいく。

【その他の質問項目】

・職員人事

・上田市地域エネルギー会社　株式会社サントエ

ナジーうえだ

進める。

問問	 森林環境譲与税基金の積み立て、取り崩しは
どのように考えているか。

答答	（産業振興）令和元年度から令和５年度まで
に２億 2,500 万円余の森林環境譲与税の交

付を受け、昨年度末の基金残高は１億 5,900

万円余である。今年度は、現在改築工事を進

めている第五中学校の内装木質化の財源とし

て 5,000 万円余を取り崩し活用する予定で

ある。

【その他の質問項目】

・未利用土地の活用

飯島　裕貴　新生会

問問	 森林環境税の個人課税が始まったが、森林環
境譲与税の活用状況はどうか。

答答	（産業振興）基金を造成しながら、令和２年
度から令和５年度まで全体で 6,600 万円余、

森林経営管理制度に基づく私有林の整備に

1,700 万円、市有林の整備に 2,800 万円を

充当した。今後は今年５月に策定した森林環

境譲与税活用方針に基づき、森林整備、市独

自の課題への取組等のテーマに沿って活用を

森林環境譲与税の活用森林環境譲与税の活用
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問問	 キャッシュレス化として、チケットＱＲを導
入しているが利用状況はどうか。

答答	（都市建設）路線バスと別所線を合わせた利
用率は、令和３年度は 7.1％、令和４年度は

13.2％、令和５年度は 17.4％で推移してい

る。令和５年度におけるアプリ及びプリペイ

ドカードでの利用金額は、約 7,900 万円余

となっており、市内公共交通機関におけるチ

ケットＱＲの利用が定着してきている。

【その他の質問項目】

・都市計画税

中村　知義　上志の風

問問	 令和８年の３月に上田駅に交通系ＩＣカード
のS

ス イ カ

uica が導入されることが決まっている

が、どのように考えているか。

答答	（都市建設）市内公共交通機関に交通系ＩＣ
カードを導入することについては、効果と課

題を見極めた上で慎重な判断が必要であるこ

とから、市では引き続きチケットＱＲを活用

したキャッシュレス化を推進していきたい。

公共交通と公共交通と
キャッシュレス化キャッシュレス化

組織体制について検討を進めている。

問問	 公共施設の維持管理における市の組織体制及
び包括管理委託方式の検討状況はどうか。

答答	（総務）本庁舎や南庁舎、交流文化芸術セン
ターは総合管理業務委託を導入しており、そ

の他の施設は所管部署が個別発注している。

現在、複数の施設を対象とした包括施設管理

業務委託導入に向け検討を進めている。

【その他の質問項目】

・姉妹都市・友好都市

・市の歳入状況

飯島　伴典　上志の風

問問	 上田市の将来の維持、発展に向けて市の組織
体制をどのように評価しているか。2025 年

以降を見据えた最優先の政策と実現するため

の組織体制は十分か。

答答	（総務）社会保障分野をはじめ、地域産業、
公共交通などさまざまな分野で施策の推進を

図る必要がある。令和５年度の組織改正の影

響や成果を検証し、新たに発生する行政需要

にも的確かつ柔軟に対応できるよう、必要な

未来に向けての組織体制未来に向けての組織体制

局横断的に研究していきたい。

問問	 第三次上田市総合計画における観光の位置付
けはどうか。また、戦略的に観光振興を図る

新たな観光ビジョン策定の考えはあるか。

答答	（文化スポーツ）魅力ある観光づくりについ
て、中長期的な市の方針を明確にした計画と

なるよう取り組んでいる。より具体的な方策

を示した観光ビジョンは、観光施策を進める

上で有効であると認識しており、計画の策定

に併せ、どのような形で策定していくか研究

していきたい。

金沢　広美　公明党

問問	 今年 7 月に上田駅お城口水車前広場で行わ
れたキッチンカー出店の社会実験の効果はど

うか。また、出店のルール作りは考えている

か。

答答	（都市建設）多くの人が集まる公共施設・空
間でのキッチンカー出店はにぎわいの創出に

つながり、市も使用料が得られる公有財産の

有効な活用策と考える。各種団体と連携をし、

道路、広場等の活用に向けたルール作りを部

観光の取組観光の取組
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髙田　忍　壮志会

問問	 生ごみ分別収集区域の設定根拠は何か。
答答	（環境）上田地域においては人口が集中して

いる中心市街地の用途地域と、人口集中地区

として設定のある自治会のうち、居住地域の

おおむね８割以上を占める自治会を自己処理

が困難な地域として設定した。また、丸子地

域は施設周辺から排出される生ごみが施設周

辺の農地で活用されるよう循環利用の観点か

尾島　勝　新生会

問問	 水道水からＰ
ピ ー フ ァ ス

ＦＡＳ（有機フッ素化合物）が

検出され全国で社会問題となっているが、水

道事業広域化協議会に参加している長野市で

国の目標値以上のＰＦＡＳが検出されてい

る。企業団の一員となれば上田市もリスクを

負うが、リスクに対する考えはどうか。

答答	（市長）その水を上田市民が飲むことはない。
当然企業団としてリスクを負うことになる。

有機物リサイクル有機物リサイクル
施設整備施設整備

上田長野間水道事業上田長野間水道事業
広域化計画広域化計画

ら、建設地周辺の長瀬、塩川の全自治会を設

定した。

問問	 地歴調査の結果はどうか。
答答	（環境）調査の結果、建設地の一部の盛土に

重金属が含まれていることが判明した。この

盛土は産業廃棄物として撤去した。

問問	 地元業者の育成と活用に向け市内の臭気対策
事業者からアドバイスや意見を取り入れる考

えはあるか。

答答	（環境）臭気対策が最も重要である。臭気対
策を講じている民間事業者を今後事業を進め

る中で参考にしたい。

長野市でしっかりと対応しているので、その

取組を注視していく。

問問	 上田市から長野市への新たな送水管の上田市
の布設ルートはどこか。

答答	（上下水道）諏訪形浄水場～県営上田長野線
三好町交差点～長野県営上田野球場前～上田

大橋下流側にて千曲川横断～塩尻地区の市道

～しなの鉄道西上田駅南口前～国道 18号～

坂城町の布設ルートを想定している。工事の

際には、河川管理者等との事前協議や地域の

方の工事に対する理解を得る必要があるた

め、ルートの見直しも想定される。

村越　深典　壮志会

問問	 各地区の水道水を比較して、市民等からさま
ざまな問題提起がされているが、広域化した

場合においても染屋浄水場の浄水方法や市内

の各種水源など、先人が残した良質で安全安

心な水道水を今後も永続的に守り育てていく

ことについて見解はどうか。

答答	（市長）現在の上田市営水道の根幹をなす施
設や水源の確保などは、先人の尽力のたまも

のと心から感謝している。

水道事業水道事業 　　特に染屋浄水場は、創設当時から緩速ろ過方

式による浄水に取り組み、県内において緩速

ろ過方式の浄水場としては最大規模の大変誇

れる施設である。今後とも浄水方法は緩速ろ

過方式を継続していく。先人が残した良質で

安全安心な水道水を今後も永続的に守り育て

ていくことは当然のことと認識している。

【その他の質問項目】

・農業経営基盤強化のための地域計画
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答答	（総務）自助、共助、公助が一体となった体
制構築が重要で、地域と関係機関及び関係団

体と連携し、災害対応力の強化を進めていく。

問問	 災害復旧にどのように対応しているか。
答答	（都市建設）職員による被災箇所の状況把握

を行い、上田市防災支援協会に応急的な措置

を要請し、市民生活への影響が最小限になる

よう対応している。

【その他の質問項目】

・スポーツ施設整備

問問	 災害時の市民への情報提供の対応はどうか。
答答	（総務）総合防災情報システムを導入し、一

元的に情報発信する体制を整備している。防

災訓練の実施や自治会役員へのメール配信訓

練等を継続的に進め、情報配信体制の強化に

向け取り組んでいく。

問問	 災害の多様化に対応する体制整備をどのよう
に考えているか。

矢島　昭徳　上志の風

いのちを守るためのいのちを守るための
情報管理や体制整備情報管理や体制整備

石合　祐太　新生会

問問	 令和４年の民生児童委員の一斉改選で全国で
は定員より 1万 5,000 人不足し、戦後最多

の欠員となっているが市の状況はどうか。

答答	（福祉）上田市の民生児童委員の定数は、主
任児童委員数を含め 333 人である。本年９

月１日現在で 330 人が委嘱されており、定

員充足率は 99.1％である。平均年齢は 69.7

歳、平均在任期間は３年５カ月である。

民生児童委員の民生児童委員の
担い手確保担い手確保

問問	 役割や相談を受けた際の対応が不明なことか
ら就任をちゅうちょされるケースがあると聞
くが、民生委員経験者や次に就任される方に
サポート役についていただくことを検討でき
ないか。

答答	（福祉）業務負担軽減のため見守り活動の補
佐を行う民生委員協力員制度を国が示してお
り、次回の令和７年の民生児童委員の改選に
併せて、設置について検討していきたい。

【その他の質問項目】
・大規模災害対策
・福祉有償運送
・地方自治法の改正に関する見解

 古市　順子　日本共産党上田市議団

問問	 運賃低減バスの効果は子育て支援、観光誘客
等に及び、上田市の魅力の一つとなっている。

見直しに当たり、導入の目的を損なわないよ

うに慎重に検討すべきだが見解はどうか。

答答	（都市建設）消費税の引き上げや燃料費等の
高騰が事業者の経営を圧迫しており、利用者

負担の在り方を検討する必要がある。高齢者

への配慮等の必要性など、高頻度利用者の負

担の在り方についても検討を進めたい。

路線バス・地域バス路線バス・地域バス 問問	 市街地循環バス、オレンジバス、丸子・武石
デマンド交通の費用対効果の検証が必要では

ないか。

答答	（都市建設）運賃収入を運行経費で除した収
支率の令和５年度の実績は、市街地循環バス

約 14％、オレンジバス約 0.2％、丸子デマ

ンド交通約９％、武石デマンド交通約８％で

ある。必要な見直しと改善に取り組みたい。

【その他の質問項目】

・地域内交通とタクシー事業の活用

・別所線
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ポイントと考えている。

問問	 今後、太陽光発電エリアの拡大と他の再生可
能エネルギーを導入する考えはあるか。

答答	（環境）対象エリアの拡大は、まず５年間の
計画事業を着実に実施することで経営基盤を

固めることに注力すべきと考えており、進捗

状況を踏まえて検討したい。また、地域の特

性を生かす観点から、将来的には小水力発電

などの可能性について検討していきたい。

【その他の質問項目】

・市の正規職員の増員

堀内　仁志　上志の風

問問	 具体的な事業内容の中で、どのような点をＰ
Ｒしていきたいか。

答答	（環境）エネルギーの地産地消を推進するた
めのＰＰＡ事業やエネルギーマネジメント事

業、別所線の運行に必要な電力の約 90％を

賄える自営線マイクログリッド事業の実施に

より、再生可能エネルギー 100％によるゼ

ロカーボン運行が実現することは大きなＰＲ

株式会社サント株式会社サント
エナジーうえだエナジーうえだ

問問	 上田城跡公園内の桜に老木が目立つように
なったが、成木の育成はどのように考えてい

るか。

答答	（都市建設）本丸堀周辺には樹齢 90 年を経
過していると思われる老木もあり、樹木医と

共に管理をしている。今年の秋には、全国的

に桜の名所で知られる青森県の弘前公園の桜

の管理体制等を現地視察する予定である。

【その他の質問項目】

・新型コロナウイルス感染症への対応

原　栄一　壮志会

問問	 今年度、上田城跡整備事業として旧市民会館
解体に向けた予算が計上されたが、今後どの

ような計画で解体工事を進めていくのか。

答答	（都市建設）現在、解体工事の実施設計が完
了し、文化庁と史跡の現状変更許可申請に向

けた協議を進めている。工事期間は１年半程

度を見込んでおり、令和８年度にかけて実施

する解体工事に係る事業費について債務負担

行為を設定する。

旧市民会館の解体旧市民会館の解体

として設定してはどうか。

答答	 ( 文化スポーツ )	上田市が独自のブランド
メッセージを掲げることは、訪れた人々や市

民に深い印象を与えることができ、印象的な

タグラインは市民にとってシビックプライド

を醸成する効果もあり、市全体として前向き

な行動変容を促すことが期待される。今後の

シティプロモーションを推進する上で大切な

ことであり検討していく。

【その他の質問項目】

・市道及び市道周辺の維持管理

武田　紗知　上志の風

問問	 策定から５年がたつ上田市シティプロモー
ション推進指針の事業成果をどう検証してい

るか。

答答	 ( 文化スポーツ ) 現在、目標値や効果測定等
の設定はしていない。今後の指針策定に当

たっては、プロモーションに関する意識を把

握し、施策に反映していきたい。

問問	 上田市らしさを表すメッセージをタグライン

選ばれる都市になるため選ばれる都市になるため
のシティブランディングのシティブランディング
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県やＪＡと支援する。

問問	 農業関係者から長年要望が多い農産物加工施
設建設についての見解はどうか。

答答	（産業振興）農業の６次産業化には食品衛生
法に基づくＨ

ハ サ ッ プ

ＡＣＣＰに沿った衛生管理対応
が必要で、営業許可を取得し加工製品を販売
するには衛生管理の責任明確化の条件整備や
運営体制の構築等課題も多い。さらに施設設
置に係る収益の問題もあり、現在市では施設
整備は計画していないが、６次産業化の推進
について、商品試作や商品化、ブランド構築
等の相談窓口の案内等の支援をしている。

築リフォーム補助制度を導入できないか。

答答	（都市建設）３世代が同居や近居することに
より、子育て世帯を支援することにつながる。

今後、庁内関係部局と連携しながら研究して

いきたい。

問問	 少子化対策を進めるため、部局横断のプラッ
トフォームを設置すべきと考えるがどうか。

答答	（市長）少子化対策には各部署との連携が大
変大切である。少子化対策プロジェクトを

きっかけとして整えた政策企画課を中心に部

局横断体制で取り組んでいく。

松山　賢太郎　壮志会
問問	 現状では支援策が乏しいＵターン農業継承者

に対し、支援金制度を検討できないか。

答答	（産業振興）市の単独事業の担い手農家育成
定着支援事業により、農業機械、生産資材等
の購入に、その２分の１以内、200 万円を
限度とし１回に限り補助している。農業継承
者支援は国や県でもなかなかない。まずは認
定農業者等の国の支援対象に移行できるよう

土屋　勝浩　新生会

問問	 縁結びプロジェクトの成果はどうか。また、
他地域との連携やイベントの広域開催を検討

する考えはあるか。

答答	（市民まち）成婚数は正確に把握できていな
いが、直近５年の多い年で３件程度である。

事業の在り方は、県の事業との連携も含め他

の自治体との情報交換も必要であり、今後の

課題として検討したい。

問問	 子育ての負担を軽減するため、３世代住宅新

農業従事者確保に向けた環境整備農業従事者確保に向けた環境整備
及び儲ける農業への支援策及び儲ける農業への支援策

上田市の少子化対策上田市の少子化対策

る。市独自の財政シミュレーションを公表し

てからわずか数カ月しかない年度内の判断は

非常に無理がある。十分な検討を行わずに判

断するようなことがあってはならない。上田

長野地域水道事業広域化協議会において、上

田市からスケジュールの見直しを提案する考

えはあるか。

答答	（上下水道）まずは、市民、上下水道審議会、
市議会等へ説明を尽くし、意見を聴取してい

きたい。検討に時間を要すると判断する場合

には、構成団体と協議をしていきたい。

井澤　毅　新生会

問問	 上田市独自の財政シミュレーションはいつ公
表するのか。それは市民が見て、比較や判断

ができる内容になっているか。

答答	（上下水道）10月中の公表を目途に作業を進
めている。比較も含めて適切に説明し、市民

に理解いただけるよう努めていく。

問問	 広域化を最終的に判断する時期はいつか。
答答	（上下水道）年度内を目標に決定したい。
問問	 合併と同じと言われる水道事業の広域化であ

水道事業の広域化水道事業の広域化
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松尾　卓　公明党

問問	 多くの道の駅が老朽化への対応や地域におけ
る役割を新たに位置付け施設の更新をし、第

３ステージへの転換を図っている。計画中の

「(仮称 ) 道の駅まるこ」の独自性や他施設と

の差別化についての考えはどうか。

答答	（丸子センター）地域住民、地元団体、民間
事業体、学校と連携し、まちぐるみで議論す

る道の駅整備準備委員会を設置し、戦略的な

仕掛けによる独自の魅力を提供する道の駅を

( 仮称 ) 道の駅まるこ(仮称 ) 道の駅まるこ 目指す。

問問	「( 仮称 ) 道の駅まるこ」整備に当たり、国の
財源を確保する必要がある。普遍的な課題で

ある防災に特化し、次のステージと想定され

る防災道の駅を目指す考えはあるか。

答答	 ( 丸子センター ) 防災道の駅に対して国の
ハード・ソフト両面の支援があり、交付金支

援等が含まれている。「(仮称)道の駅まるこ」

は県と共に取り組んでおり、防災道の駅選定

要件について情報収集し調査研究するととも

に、県との協議・調整を進めていく。

宮下　省二　壮志会

問問	 中学校部活動の地域移行は学校改革と社会改
革の両面を有するが、実施はいつか。

答答	（教育長）戦後の日本の学校教育にあって大
きな改革であり、教育委員会、生徒や保護者、

教職員、地域住民、関係団体の意識改革が求

められる。すでに活動している総合型地域ス

ポーツクラブや地域の協力で動き出した中学

校もあり、条件の整ったところから移行し、

令和８年度末までに完了したい。

中学校部活動の地域移行中学校部活動の地域移行 問問	 学校の職務を地域移行する場合、教育長自ら
地域に入り依頼する必要があると考えるがど

うか。

答答	（教育長）私自身も校長会やＰＴＡ、関係団
体の会合で地域移行の意義を説明し、理解と

協力を求めていきたい。

問問	 生徒数が違う各中学校が同一条件で一斉に地
域移行することは難しいと考えるがどうか。

答答	（教育長）全市統一的にスタートする方法を
模索したが、一律の基準で一斉に進めること

は難しい部分が多いと捉えている。

険における国庫負担の増額を政府に要望し、

公費を１兆円投入し協会けんぽ並みの負担率

にすることを求めている。国庫負担について

どう考えるか。

答答	 ( 市長 )制度の趣旨を踏まえても大切である。
全国市長会でも重点提言として国へ要望等を

行っている。県をはじめ他市と連携し、被保

険者の負担軽減や国保の安定的な運営につな

がるよう機を捉えた取組を進めたい。

【その他の質問項目】

・学校プールの注水管理等

・生理の貧困

泉　弥生　日本共産党上田市議団

問問	 今年の 12月２日から現行の紙の健康保険証
が廃止されるが、国会では「申請がない場合

もプッシュ型で対象者に資格確認書を送付す

る」と答弁があった。市の対応はどうか。

答答	 ( 健康こども ) 県から発出された通知にある
本人の申請によらず職権交付される具体例に

従い資格確認書を発行する予定である。

問問	 全国知事会、全国市長会などは、国民健康保

国民健康保険と国民健康保険と
資格確認書資格確認書
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齊藤　加代美　新生会

問問	 ドローンの災害活用及び消防団の導入状況と
練習場確保はどうか。

答答	（総務）令和２年度に市内の有限会社ヒカリ
と災害時の応援協定を締結し、災害時のド

ローンの活用を迅速に進めるため、協定先と

緊急連絡網を整備し、映像伝送等の実働訓練

を実施している。消防団のドローンの保有は、

今年６月末現在で５個分団に６機で、各分団

ドローン等の可能性のドローン等の可能性の
さらなる醸成さらなる醸成

独自に導入している。公費で消防団にドロー
ンを導入する計画はないが、今後訓練施設が
確保できるよう消防団と調整していきたい。

問問	 ドローン特区の認定に挑戦してはどうか。
答答	（武石センター）今年度、武石地域の居住エ

リアの約８割が３Ｄデータ整備済みとなる計
画で、自動運転による高精度なドローンの活
用が可能となる。ＤＸ推進課を中心にドロー
ン特区の有効性を検討していきたい。

【その他の質問項目】
・公共施設マネジメントと西内・平井・東内地区
　等における公民連携
・女性支援新法における民間団体との協働

より上流にある水質汚濁防止法に基づく特定

施設設置届け出のある事業場からの排出水に

ついて水質検査を実施するとしている。

問問	 汚染原因を究明し、負荷削減対策を講じる必
要があると考えるがどうか。

答答	（環境）県及び市関係部局とも連携して原因
究明を図り、市民の安全安心と生活環境の保

全に努めていきたい。

【その他の質問項目】

・水泳の授業

・室内プールの整備
・一般質問等における提言に対する検討状況

西沢　逸郎　壮志会

問問	 市が実施した水質検査の内容はどうか。
答答	（環境）８月 23日、29 日に当該水路の下流

域等で水質検査を実施した。検査結果におけ

る大腸菌数は高い数値ではなかったが、今後

も引き続き水質検査等を行い、必要な対策を

講じていきたい。

問問	 上田地域振興局環境課の今後の対応はどうか。
答答	（環境）住民団体による水質検査の採水地点

太郎山山麓の太郎山山麓の
沢の環境問題沢の環境問題

傍聴者のの
声本会議を傍聴されたみなさんの声

～こんなご感想をいただきました～

9 月定例会本会議の傍聴者数は延べ 25 人でした。
傍聴された皆さんから寄せられた、ご感想やご意見の一部を紹介します。

●机上での話し合いで、現場を見てるのかなと思いました。
●行政の現場を動かしていく市の職員の尽力に思いをはせる機会をいただきました。
●議事の内容を興味深く注視していきたいと思います。
●傍聴に来てほしいのであれば、日曜日も開催してください。
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応募方法
　　12月 16 日（月）までに、次のいずれかの方法により上田市議会事務局へお寄せください。
　　❶専用フォーム（右記二次元コード）　　❷電子メール（gikai@city.ueda.nagano.jp）
　　❸郵送（〒 386-8601�上田市大手 1-11-16　議会事務局）
　　❹ＦＡＸ（0268-23-5136）　　❺持参（上田市役所本庁舎５階）

・記入いただく内容
　　❶紙面に掲載するお名前（氏名またはペンネーム）　　
　　❷年代（例：30代）　　❸お住まいの自治会　　
　　❹メッセージ（25文字以内）
　　「市議会だよりの感想」や「皆さんが考える上田市の未来の姿」などテーマは自由です。
　　　記入例：「毎回工夫された表紙が楽しみです」、「子どもたちが地域を好きになり、上田をつくる」

※郵送に係る費用は、提出者のご負担となります。　
※年代、自治会は紙面に掲載しません。読者層把握のためご記入ください。
※お寄せいただいたメッセージ全てを掲載できない場合があります。
※個別の要望、質問にはお答えしませんのでご了承ください。

うえだ市議会だより
 第100号への

請願番号 件　名 提　出　者 審査結果

請願第６号
女性差別撤廃条約選択
議定書のすみやかな批
准を求める請願

女性差別撤廃条約実現アクション上田ともし火
礒野　仁美氏

　　　　（紹介議員：宮下　省二議員
　　　　　　　　　 斉藤　達也議員）

採択

皆さんからの請願・陳情６件を審査
請 願

※関連する意見書はＰ５に掲載

陳情番号 件　名 提　出　者 審査結果
（付託委員会）

陳情第４号
政府の責任で医療・介護施設への
支援を拡充しすべてのケア労働者
の賃上げや人員増を求める陳情

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林　吟子氏

不採択
（教育厚生委員会）

陳情第５号
訪問介護報酬の引き下げ撤回と、
介護報酬引き上げの再改定を早急
に行うことを求める陳情

長野県社会保障推進協議会
代表委員　小林　吟子氏

不採択
（教育厚生委員会）

陳情第６号 国民健康保険財政への国庫負担の
増額を求める陳情

長野県社会保障推進協議会
代表委員　小林　吟子氏

不採択
（教育厚生委員会）

陳情第７号
乳幼児（０歳児～満３歳未満児）
に係る養育費用の負担軽減に関す
る陳情

福澤　貴氏 不採択
（教育厚生委員会）

陳情第８号 「現行の健康保険証の存続を求める
意見書」の提出を求める陳情

長野県保険医協会
会長　宮沢　裕夫氏

不採択
（教育厚生委員会）

陳 情

応募はこちら

（募集の経緯はＰ20をご覧ください）

100th
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　議員と語ろう　議員と語ろう

テーマ別テーマ別車座集会車座集会開催開催
令和令和66年度  年度  

　委員会ごとに設定したテーマに沿って、参加者から直接意見を
お聴きする車座集会を開催します。ご参加お待ちしています。

参加者
募集中！

・日　時　令和７年１月 20 日（月）午後７時～午後８時 30 分
・場　所　市役所本庁舎５階　大会議室
・テーマ　公民連携によるサステナブルなまちづくり
 ～日置電機株式会社のカーボンニュートラル事例を交えて～

総務
委員会

・日　時　12 月 17 日（火）午後６時 30 分～、午後７時～、午後７時 30 分～
 12 月 19 日（木）午後６時 30 分～、午後７時～、午後７時 30 分～
 12 月 21 日（土）午前 10 時～、午前 10 時 30 分～、午前 11 時～
・場　所　市役所本庁舎１階　大手ラウンジ
・テーマ　１ 水道事業広域化
 ２ 「（仮称）道の駅まるこ」ほか公共施設の維持管理
 ３ 産業水道委員会が所管する市の部局に関すること
・その他　１枠 20 分とし、個人または団体と個別に懇談をします。
　　　　　申し込みの際はご希望の日時とテーマを選択してください。（先着順）

産業水道
委員会

・日　時　令和７年２月１日（土）午後２時～午後３時 40 分
・場　所　市役所本庁舎５階　大会議室
・テーマ　人生 100 年時代をより良く生きる健康づくり　～運動と健康～

教育厚生
委員会

・テーマ　地域新エネルギーについて（仮）
※日時、場所、実施方法等については未定です。

環境建設
委員会

編
集

後
記

　
決
算
審
査
で
は
、
前
年
度
の

予
算
が
適
正
に
使
わ
れ
た
か
、

効
果
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
な

ど
を
審
査
し
、
改
善
点
の
指
摘

を
行
い
ま
す
。
そ
の
議
論
は
今

後
の
予
算
編
成
に
生
き
て
く
る

た
め
、
決
算
審
査
は
非
常
に
重

要
な
も
の
で
す
。

　
今
号
の
表
紙
に
は
、
菅
平
高

原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
サ
ニ
ア

パ
ー
ク
菅
平
）
と
菅
平
高
原
ア

リ
ー
ナ
が
上
田
市
と
し
て
初
と

な
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約

を
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
「
ア
ン

ダ
ー
ア
ー
マ
ー
」
の
日
本
総
代

理
店
で
あ
る
株
式
会
社
ド
ー
ム

と
締
結
し
た
こ
と
か
ら
、
現
地

の
様
子
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
求
め
ら
れ
る
施
策
を
進
め
る

に
は
財
源
が
必
要
で
す
。
戦
略

的
な
歳
入
増
加
策
を
進
め
る
こ

と
に
市
議
会
と
し
て
も
引
き
続

き
全
力
で
向
き
合
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

広
報
広
聴
委
員

 

古
市　
順
子

 

石
合　
祐
太

令和６年度の議会報告動画の配信は、12 月ごろを予定しています。
配信情報は市議会フェイスブック、エックスにてお知らせします。

お聞きします！

お聞きします！

皆さんの声

皆さんの声

申し込みはこちら
○申し込み【３委員会共通】
12月 13日（金）午後５時までに、専用フォーム（右記二次元コード）
または上田市議会事務局へ電話（0268-22-0452）にてお申し込みください。

平成 18年６月に創刊された市議会だよりが令和７年２月に第 100 号を迎えます。これを記念
して、市議会だより第 100 号へ掲載する市民の皆さんからの一言を募集します。たくさんのメ
ッセージをお待ちしています。応募方法はＰ19をご確認ください。

うえだ市議会だよりが第100号を迎えます！うえだ市議会だよりが第100号を迎えます！

市議会だよりにメッセージを寄せてみませんか。100th 

P19 へ


